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Summary

Anomalousposteriorvenacavawithazygoscontinuationwasfoundinfourcalves･
Ⅰnallcases,theposteriorvenacavawhichjoinedtheleftandrightcommoniliac

venisenteredtheleftorrightazygosvein.

Incase1,therenalveinfromthefusedkidneydidnotentertheposteriorvenacava,
butreceivedtheovarian,adrenalandhepaticvenis,andemptiedintotherightatriumat

thenormalpositionoftheposteriorvenacava･Thisvenousanomaliesprobablyresulted
fromfailureofconnectionbetweenthesubcardinalandsupracardinalveinsduringfetal
life.

Incase2and3,therenalvein(case3)orveins(case2)enteredtheanomalous

posteriorvenacava･Theseanomaliesprobablyresultedfromfailureofunionbetween
thesubcardinalveinandtheliver.

Incase4,therenalveinwasnotinvestgatedbecausetheabdominalviscerahadbeen
removed.

Keywords:Anomaly,Vanacava,Azygosvein,Calf･

緒 昌

後大静脈奇静脈流入は胎生期の主上静脈が腰部か

ら胸部に連続した静脈路として残存したもので､後

躯の血液を集めた後大静脈は肝臓を通過することな

く奇静脈に連絡する先天性異常である1･6,21,22)｡ヒト

では先天性心疾患の0.6-2.9%1)､または血管造影

を実施 した患者の1.3%22)に本異常が認められると

いわれている｡

ウシの静脈系の先天性異常に関する報告は乏しく､

二重前大静脈3･15,16,25･26,30)､左前大静脈11)､二重後大静

脈23)､門脈大静脈短路18･24)､と後大静脈奇静脈流入は

著者らが先に報告した1例23)､およびHiragaetal.

が報告した2例14)が知られているのみである｡ 本論

文ではその後に認められた4例の後大静脈奇静脈流
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人の解剖学的所見について追加報告する｡

材料と方法

観察材料は鎖肛のため廃用となり､研究材料とし

て本学に提供された4例の子ウシである｡これらの

子ウシはいずれも剖検中に大静脈系の異常が疑われ

たもので､開胸､開腹してホルマリン固定を施した

のち､肉眼的に観察した｡なお､症例 4は腹腔臓器

摘出後に本学家畜病理学教室から提供されたもので

ある｡

観察結果

症例 1 (Fig.1)

メスの黒毛和種で体格は小さく､鎖肛､融合腎､

左副腎欠損､下顎突出のほか､第 1助骨と第2助骨

の間に過剰助骨が一対認められた｡

左右の総腸骨静脈は第 5腰椎腹面で合流して後大

静脈となり､背方から腰静脈を受け入れながら脊柱

版面の正中位よりやや左背方を腹大動脈に治って前

走していた｡しかし､その間に腎静脈や卵巣静脈､

肝静脈等は受け入れず､横隔膜大動脈裂孔を通過し

て明かな境界なく左奇静脈に流入していた｡この左

奇静脈は著しく太く､背側助間静脈を受け入れなが

ら前走し､正常な左奇静脈の走路をとって冠状静脈

洞を介して右心房に流入していた｡

第2-第4腰椎腹面の正中位より右方に融合腎が

認められた｡この融合腎の腎静脈は1本で､それは

後大静脈より細く､腹大動脈の腹方を前走しなから

第1腰椎位で卵巣静脈､第13胸椎位で右副腎静脈を

受け入れ､やがて肝臓の大静脈溝を前走しなから5

本の肝静脈を受け入れたのち､正常な後大静脈の走

路をとって右心房に流入していた｡

門脈は異常な(肝臓に流入し､心臓や大動脈､前

大静脈等に異常は認められなかった｡

症例 2 (Fig.2)

オスのホルスタイン種で体格は大きく､鎖肛で

あった｡

左右の総腸骨静脈は第5腰椎腹面で合流して後大

静脈となり､ただちに左右の精巣静脈､続いて第4

腰椎位で右腎静脈､第3腰椎位で左腎静脈を受け入

れていた｡その後､脊柱腹面の正中位よりやや左方

を前進し､第 1腰椎位で横隔膜大動脈裂孔を通過し

て明かな境界なく左奇静脈に流入していた｡

肝静脈は1本に合流して横隔膜大静脈孔を通過し､

Fig.1.VenoussysteminCase1,leftlateralview.
AA:abdominalartery CT:commontrunkofrenal,adrenalandhepaticveins K:fused
kidney LAZ:leftazygosvein PVC:posteriorvenacava RV:renalvein TA:
thoracicaorta



村上ら:ウシの後大静脈奇静脈流入

Fig.2.VenoussysteminCase2,leftlateralview.
A:adrenalgland CT:commontrunkofhepaticvein K:kidney
LAV:leftanteriorvenacava
thoracicaorta

LA:leftatrium
LAZ:leftazygosvein PVC:posteriorvenacava TA:

Fig.3.VenoussysteminCase3,rightlateralview.
AVC:anteriorveancava CT:commontrunkofhepaticvein K:leftkidney
PVC:posteriorvenacava RAZ:rightazygosvein TA:thoracicaorta

正常な後大静脈の位置で右心房に流入していた｡

左外額静脈と左鎖骨下静脈は右前大静脈に流入す

ることなく､合流して左前大静脈となり､二重前大

静脈を形成していた｡左前大静脈は胸郭内に進入し

て左内胸静脈と左助預静脈を受け入れ､大動脈弓の

左方を後走して太い左奇静脈と合流していた｡

門脈は異常なく肝臓に流入し､心臓と大動脈には

異常は認められなかった｡

症例 3 (Fig.3)

オスの黒毛和種で体格は大きく､鎖月工､右腎欠損､

潜伏精巣のほか､第13助骨の後位に一対の過剰助骨

が認められた｡

左右の総腸骨静脈は仙骨前部の腹面で合流して後

大静脈となり､脊柱版面の正中位よりやや右方を前

走しながら第5腰椎位で左腎静脈を受け入れていた｡

その後､この後大静脈は左′J､腰筋の背位を前走した
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のち第9胸椎位で第14-第10右背側助間静脈を集め

た右奇静脈と合流していた｡後大静脈と合流した右

奇静脈は著しく太 く､脊柱腹面を前走し､横隔膜大

動脈裂孔を通過 して前大静脈の基部に流入していた｡

肝静脈は1本に合流して横隔膜大静脈孔を通過 し､

正常な後大静脈の位置で右心房に流入していた｡

左右の精巣静脈は 1本に合流して左総腸骨静脈に

流入していた｡

門脈は肝臓に流入し､心臓や大動脈､前大静脈等

には異常は認められなかった｡

症例 4 (Fig.4)

オスの黒毛和種で体格は小さく､鎖肛､融合副腎､

小眼裂､下顎突出､14個の胸椎 と14対の助骨､など

の異常が認められた｡

腹腔内臓器摘出後の材料で､腹腔内臓と血管系の

関係は不明であった｡

左右の総腸骨静脈は第6腰椎腹面で合流して後大

静脈を形成していたが､その合流部より前位の後大

静脈の小範囲は切除され､腎静脈や精巣静脈は不明

であった｡その後､後大静脈は走路を左方-転じな

がら左中腰筋の背位を前走して明かな境界なく左奇

静脈に移行 していた｡この左奇静脈は著しく太 く､

大動脈の背位で横隔膜大動脈裂孔を通過 して胸腔に

達 し､次第に走路を右方に転じ､第7胸椎位で脊柱

の右腹面に達 して右奇静脈となり､第5胸椎位で左

第 3-第5背側助間静脈の共通枝､続いて第4胸椎

位で右第3-第5背側助間静脈の共通枝を受け入れ､

短 く下走して前大静脈の基部に流入していた｡

横隔膜大静脈孔から正常な後大静脈の走路をとっ

て右心房に流入する太い静脈が 1本認められた｡

心臓と前大静脈には異常は認められなかったが､

第7胸椎位から第3腰椎位にいたる胸大動脈と腹大

動脈は脊柱から離れて腹方へ下垂していた｡この胸

大動脈と腹大動脈の下垂 した部は背側肋間動脈を分

岐していなかった｡それに代って､左第1-第6背

側助間動脈は左最上助間動脈から､また左側のそれ

以後の背側助間動脈と右側の背側助間動脈は右助撃頁

動脈の強大枝である右最上助間動脈からそれぞれ分

岐していた｡

以上に述べた4例の大静脈の概要をFig.5に模式

図で示した｡

考 察

後大静脈奇静脈流入は胎生期に主下静脈が肝臓と

結合 しなかったため､主上静脈が腰部から胸部に連

Fig.4.LargevesselsinCase4,rightlateralview.
A:fusedadrenalgland AA:abdominalaortadetachedfromvertebralcolumn
AVC:anteriorveancava IA:supremeintercostalarteryarosefromrightcostocervialtrullk
LV:largevein PVC:posteriorvenacava RA:rightatrium RAZ:rightazygosvein
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Fig.5.Diagramsofthevenoussystem,ventralview

続した静脈路 として残存したものと考えられてい

る1)｡従って､後躯の血液を集めた後大静脈は奇静脈

に流入し1･6,21,22)､また腎静脈も奇静脈に流入すると

いわれている22)｡今回観察した後大静脈奇静脈流入

4例のうち､症例 4は腎静脈が切除されて不明で

あったので論じることはできないが､症例 2と3は

腎静脈を受け入れた後大静脈が奇静脈に流入してお

県 これら2例の異常は胎生期の主下静脈と肝臓の

結合不全によって発生するという説1)で説明できる｡

著者ら23)が先に報告した例と､Hiragaetal.のCase

2､さらにイヌ4,7･10,13,19,20,27~29)やネコ21)の症例 も同様

である｡

一方､今回観察した症例 1では左右の総腸骨静脈

が合流して後大静脈となり､奇静脈に流入していた｡

しかし､その後人静脈や奇静脈には腎静脈や卵巣静

脈は流人していなかった｡本例の腎静脈は腹腔中を

前走しながら卵巣静脈と副腎静脈を受け入れたのち､

肝臓の大静脈溝で止常例 と同じく､肝静脈を受け入

れ､横隔膜大静脈孔を通過 して右心房に流入してい

た｡本例の腎静脈は肝臓と連絡しており､胎生期に

主下静脈と肝臓の結合は成立したと考えられる｡本

例に類似した後大静脈奇静脈流入がHiragaetal.に

よって 1例の子ウシで認められている｡このような

腎静脈が肝臓と連絡した後大静脈奇静脈流入はHir-

agaetal.も示唆しているように､胎生期に主下静脈

と肝臓は結合したが､主下静脈と主上静脈が吻合し

なかった結果として生じたものと考えられる｡この

種の後大静脈奇静脈流入はヒトの後大静脈奇静脈流

入の報告例 1,2,8･9･17,21･22)tIHこも見られない｡Hiragaet

d .の報告例を合せ､ウシの後大静脈奇静脈流入7例

中の2例にこの種の後大静脈奇静脈流入が存在して

いたことは､これがウシに特徴的な異常とも考えら

れ､また後大静脈奇静脈流入の異常発生を理解する

うえで非常に興味深い所見と考えられる｡

ヒトの場合､後大静脈奇静脈流入には内臓逆位5,12)

や無粋 5)､心奇形12)､二重前大静脈1)､二重後大静脈1)

等が合併することが多いといわれている｡ 過去の報

告例を含めてウシの後大静脈奇静脈流入 7例に合併
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していた奇形をTablelに示した｡これら7例中に内

臓逆位や無牌､心奇形等は無 く､二重前大静脈と二

重後大静脈が各 1例に認められたのみである｡ 4例

の鎖肛と3例の過剰助骨を含む種々の奇形がウシの

後大静脈奇静脈流入に合併しており､今後､症例を

重ねて検討する必要があると考えられる｡

Tab一e1.AssociatedMalformations

* *
caseno.breed sex malformations references

1 JB F atresiaani,fusedkidney,

absenceofleftadrenalgland,

supernumeraryrib,mandibularprognathism

2 HF M doubleanteriorvenacava,atresiaani

3 JB M atresiaani,absenceofrightkidney,

cryptorochidism,supernumeraryrib

4 JB M anomalousarterialsystem,atresiaani,

fusedadrenalgland,supernumeraryrib,

Supernumerarythoracicvertebra,

mandibularprognathism,shortpalpebralfissure

** HF F doubleposteriorvenacava,
anomalousarterialsystem,fusedovary

** HF M atresiacoli,reductionofcervicalvertebrae,
hypoplasiaofhypophysis,hypoplasiaofthymus

** HF M anomalousarterialsystem,atresiacoli,
horseshoekidney,cryptorochidism,wrytail

23

14

14

JB:Japaneseblack HF:Holstein-Friesian

F:female M:male

要 約

後大静脈奇静脈流入が4例の子ウシで認められた｡

4例 とも､左右の総腸骨静脈が合流して形成され

た後大静脈は左または右奇静脈に流入していた｡

症例 1では､融合腎の腎静脈は後大静脈に流入せ

ず､卵巣静脈や副腎静脈､肝静脈等を受け入れ､正

常な後大静脈の位置で右心房に流入していた｡この

静脈奇形は胎生期の主下静脈と主上静脈の結合不全

によって生 じたものと考えられた｡

症例 2と3では､腎静脈は異常な後大静脈に流入

していた｡これらの静脈奇形は主下静脈と肝臓の結

合不全によって生 じたと考えられた｡

症例 4は腹部内臓が除去されており､腎静脈は検

索できなかった｡

キーワー ド二奇形､後大静脈､奇静脈､牛
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